
整形外科学

教　授　吉田宗人　臨床教授　松崎交作　佐々木俊二

助教授　川上　守

講　師　谷口泰徳　安藤宗治　簗瀬能三　橋爪　洋

助　手　中谷如希　南出晃人

研究概要

当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明，脊柱靱帯骨化

症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現在，人々は生活の質の改善を求めており，運

動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研

究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血管外科やキーンベック病に関する報告を数多

く行っている。

以下にその詳細を列挙する。

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究

• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究

４． その他

• キ-ンベック病に関する臨床的研究

• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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1. Chubinskaya S, Rappoport L, Kawakami M, Matsumoto T, Toth CA： Anti-catabolic effect of OP-1/BMP-7 in chronically compressed intervertebral discs

(2005.2.20- 23於 Washington DC) 51th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society
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to 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14,2005, New York.
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5. 南出晃人, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 山田　宏, 橋爪　洋, 中川幸洋, 延與良夫, 岡田基宏：胸椎黄色靱帯骨化症の手術成績に影響を
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6. 麻殖生和博，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，橋爪　洋，南出晃人, 中川幸洋，延与良夫，岡田基弘，遠藤　徹：外側型腰椎椎間板ヘルニ
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髄症（特殊な病態）シンポジウム　第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台市　(2005.6.11)
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7. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過からみた治療法の選択　高知県医師会学術講演会　高知市　(2005.3)

8. 吉田宗人：脊椎神経根障害への内視鏡的アプロ-チ　兵庫県整形外科医会学術講演会　神戸市　(2005.10)

9. 吉田宗人：腰痛・歩行障害患者の病態治療　日高医師会学術講演会　御坊市　(2005.11)

10. 川上　守：腰部脊柱管狭窄症の診断と治療－最近の知見　日高医師会学術講演　御坊市（2005.3.5）

11. 川上　守：腰椎椎間板ヘルニアに対する後方進入ヘルニア摘出術のポイント 日本脊椎脊髄病学会　第３回脊椎脊髄病研修コ-ス　仙台市

（2005.6.12）

12. Kawakami M ： Adolescent Idiopathic Scoliosis – Aetiology, classification, outcome, prognosis 研修会名： 11th AO Interactive Spine Course Tokyo　2005.

9.29- 10.1, Tokyo

13. Kawakami M ： Treatment of spinal infection  11th AO Interactive Spine Course Tokyo　(2005. 9.29- 10.1)

14. 川上　守：腰部脊柱管狭窄症の手術適応と治療成績　鳥取県西部医師会学術講演会　米子市（2005.10.22）

15. 安藤宗治：脊椎脊髄手術時の術中脊髄機能モニタリング　日本臨床衛生検査技師会 生理機能研修会　奈良　(2005.11)

16. 簗瀬能三：スポ-ツと関節の痛み　骨と関節の日　市民講座　和歌山　(2005.10.2)

17. 山田　宏：小さな傷で治す腰椎椎間板ヘルニア　和歌山労災病院市民公開講座推進委員会主催　市民公開講座　ジストホール（2005.10.15）

18. 山田　宏：臨床医のための脊椎・脊髄外科について　和歌山市医師会外科・整形外科部会研修会　和歌山ビック愛（2005.11.5）

［ワークショップ］

1. 安藤宗治，西山大介，橋爪　洋，吉田宗人，三輪英人，近藤智善：問題症例の神経伝導検査と筋電図-頚髄症か ALS か　第 35 回日本臨床

神経生理学会　福岡　(2005.11)

c) パネルディスカッション

1. 吉田宗人：我が国の腰椎後方手術MEDの現状と課題　第78回日本整形外科学会学術総会　横浜　(2005.5)

2. 谷口泰徳，吉田宗人，津下健哉，生田義和：Pollicosationによる欠損母指再建　第32回日本マイクロサ-ジャリー学会　仙台市　(2005.12.1)

d) 全国学会

1. 吉田宗人：腰椎椎間板ヘルニアに対する最新の治療戦略̶早期スポ-ツ復帰を目指して-第 15 回日本臨床スポ-ツ医学会学術集会　大阪市

(2005.10)

2. 岡安　勤，吉田宗人：新生児先天性内反足のMRI所見　第16回日本小児整形外科学会　盛岡市（2005.11.18-19）

3. 谷口泰徳，中根康博，北野岳史，岩田勝栄，吉田宗人：外傷性肘関節強直に対する関節切除中間膜挿入術による治療経験　第 17 回日本肘



関節学会　東京　(2005.2.12)

4. 谷口泰徳，吉田宗人，北野岳史，岩田勝栄，生田義和，津下健哉，上石　弘： 母指化術による母指再建の治療成績　第 48 回日本形成外科

学会　東京　(2005.4.13)

5. 谷口泰徳，吉田宗人，北野岳史，岩田勝栄，上石　弘： 上肢皮膚軟部組織欠損に対する血管柄付き皮弁の適応　第 48 回日本形成外科学

会　東京　(2005.4.14)

6. 安藤宗治，川上　守，橋爪　洋，中川幸洋，南出晃人，延與良夫，岡田基宏，吉田宗人，野村和教，玉置哲也：腰椎椎間孔部狭窄の診断

における感覚神経活動電位測定の意義　第78回日本整形外科学会　横浜　(2005.5)

7. 安藤宗治，川上　守，橋爪　洋，南出晃人，中川幸洋，岡田基宏，延與良夫，吉田宗人，野村和教，岩_ 　博，山田　宏，筒井俊二，玉

置哲也：脊髄腫瘍手術における術中脊髄機能モニタリングの検討　第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

8. 安藤宗治，川上　守，橋爪　洋，南出晃人，中川幸洋，岡田基宏，延與良夫，吉田宗人，野村和教，玉置哲也：腰椎椎間孔部狭窄の診断

における感覚神経活動電位測定の意義と問題点　第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

9. 安藤宗治，川上　守，橋爪　洋，南出晃人，中川幸洋，延與良夫，岡田基宏，吉田宗人，野村和教，毛保浩明：感覚神経活動電位を利用

した腰椎椎間孔部狭窄症の診断　第42回日本リハビリテ-ション医学会　金沢　(2005.6)

10. 安藤宗治，川上　守，橋爪　洋，南出晃人，中川幸洋，延與良夫，岡田基宏，吉田宗人，野村和教，玉置哲也：感覚神経活動電位を利用

した腰椎椎間部狭窄症の診断における問題点の検討　第16回日本末梢神経学会　金沢　(2005.7)

11. 安藤宗治，川上　守，延與良夫，岡田基宏，吉田宗人，玉置哲也：腰椎椎間孔部狭窄症の電気診断　第13回日本腰痛学会　東京(2005.11)

12. 安藤宗治，延與良夫，岡田基宏，中川幸洋，吉田宗人，野村和教，玉置哲也：SNAP を利用した腰椎椎間孔部狭窄症の診断の検討　第 27

回脊髄機能診断研究会　東京　(2005.2)

13. 山田　宏，玉置公一，平野三好，筒井俊二，舟津稔博，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，中川幸洋，岡田基宏，玉置哲也，高見正成：頚

髄症患者における末梢神経幹電気刺激による10秒テストの変化と術後予後の関係について　第27回脊髄機能診断研究会　東京　(2005.2)

14. 山田　宏，玉置公一，岡本賢俊，筒井俊二，舟津稔博，谷の上かや，吉田宗人，時永泰行，岩橋静江：脊椎疾患における MED を用いた

側臥位手術の導入　第78回日本整形外科学会学術総会　横浜　(2005.5)

15. 山田　宏，玉置公一，平野三好，筒井俊二，舟津稔博，吉田宗人，岡本賢俊：後療法の違いによる頚部脊柱管拡大術の臨床成績の比較検

討　第78回日本整形外科学会　横浜　(2005.5)

16. 山田　宏，玉置公一，平野三好，筒井俊二，舟津稔博，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，中川幸洋，玉置哲也，高見正成：　頚髄症にお

ける手術的治療の予後を予測する手法としての末梢神経幹電気刺激による10秒テストの変化 第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

17. 山田　宏，玉置公一，岡本賢俊，筒井俊二，舟津稔博，谷の上かや，吉田宗人，時永泰行，岩橋静江：脊椎・脊髄疾患における脊椎内視

鏡を用いた側臥位手術の導入-腹臥位手術のリスクを軽減するために- 第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台市　(2005.6)

18. 橋爪　洋, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 中川幸洋, 南出晃人, 延與良夫, 岡田基宏：最近の化膿性脊椎炎の臨床像について　第34回日本

脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

19. 橋爪　洋，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，南出晃人：最近の化膿性脊椎炎の臨床像について　第104回中部日本整形外科災害外科学会　大

阪市　(2005.4)

20. 橋爪　洋，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，南出晃人：腰椎変性すべり症における矢状面バランス　第105回中部日本整形外科災害外科

学会　米子市　(2005.10)

21. 中谷如希，吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症患者におけるスポ-ツ・レクリエ-ションの影響についての実態調査　第31回日本整形外科スポ-ツ

学会　奈良（2005.7.1）

22. 中谷如希，吉田宗人，中川幸洋，南出晃人，麻殖生和博，中尾慎一：ナビゲ-ションシステムを用いた腰部脊柱管狭窄症に対する後方進入

鏡視下開窓術　第12回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会  東京（2005.9.17）

23. 毛保浩明, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 橋爪　洋, 南出晃人, 中川幸洋, 玉置哲也, 紀平為子, 三輪英人, 近藤智善： 筋萎縮性側索硬化症

(ALS)における脊椎脊髄疾患の検討　第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

24. 毛保浩明，阪中淳也，江川弘光，中川幸洋，安藤宗治，吉田宗人：頚椎前縦靭帯骨化(OALL)により嚥下障害を来たした 4 例の検討　第４

２回日本リハビリテ-ション医学会　金沢（2005.6）



25. 峠　康，直川孝子，中村件，佐々木みどり，石田和也，田島文博：手指屈曲時の手根管部における正中神経の側方移動に関する検討　第42

回日本リハビリテ-ション医学会学術集会　金沢　(2005.6)

26. 石口　明，浜崎広洋，延與良夫：小児近位上腕骨骨折の小経験　第42回日本リハビリテ-ション医学会学術集会　金沢　(2005)

27. 西　秀人，納田和博，宮崎展行，谷口泰徳，中塚映政，吉田宗人：脊髄前角細胞における低温による神経保護効果について-パッチクラ

ンプ法を用いた検討　日本整形外科学会基礎学術集会　伊勢市　(2005.10.20)

28. 西　秀人，納田和博，宮崎展行，武田大輔，園部秀樹，谷口泰徳，中塚映政，吉田宗人：低温下における脊髄前角細胞への虚血負荷の検

討　第26回脊髄機能診断研究会　東京　(2005.2.5)

29. 南出晃人, 吉田宗人, 山崎　悟, 小島博嗣, 川上　守, 橋爪　洋： 培養骨髄細胞の脊椎固定術における rhBMP-2 とBasic FGF の影響　第20

回日本整形外科学会基礎学術集会　伊勢　(2005.10)

30. 南出晃人，吉田宗人，石元優々，中川幸洋，麻殖生和博．Hip-spine syndrome による腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下後方神経徐圧術の

経験．第8回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学術集会．東京　(2005.11.19)

31. 南出晃人，吉田宗人，麻殖生和博，延與良夫，岡田基宏，中川幸洋．腰部脊柱管狭窄症に対する後方進入脊椎内視鏡下手術後の不安定性

について-X線学的評価．第11回日本最小侵襲整形外科学会．幕張　(2005.11.26-27)

32. 河合将紀：腰椎分離症での内視鏡下神経根除圧術の経験　第8回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学術集会　東京　(2005 11. 19.)

33. 麻殖生和博, 吉田宗人, 川上　守, 中川幸洋, 南出晃人, 角谷英樹, 河合将紀： 内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア手術後再発例に対する再手術．

第34回日本脊椎脊髄病学会．仙台　(2005.6.)

34. 麻殖生和博，吉田宗人，川上　守，中川幸洋，南出晃人，河合将紀：腰椎変性辷り症に対する後方片側進入内視鏡下除圧術　第 12 回日本

脊椎脊髄神経手術手技学会　東京都　(2005.9)

35. 野村和教, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 橋爪　洋, 中川幸洋, 南出晃人, 麻殖生和博：頸椎症性神経根症に対する後方進入内視鏡視下椎

間孔開放術(posterior microendoscopic foraminotomy)　第34回日本脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

36. 山口耕史，増田武志，菅野大己，春藤基之，佐々木茂，木村正一：小皮切人工頭置換術における創縁保護の試み –ラッププロテクタ-を用

いて-　第35回日本人工関節学会　(2005.2.4)

37. 中根康博，簗瀬能三，中谷如希，長雄好昭，宮本　選，大宝英矢，谷端友紀，勝田紘史，川上　守，吉田宗人：THA component 設置にお

ける術中alignment guideの有用性　第３２回日本股関節学会　新潟　(2005.11.7)

38. 納田和博，中塚映政，西　秀人，宮崎展行，武田大輔，園部秀樹，吉田宗人：脊髄前角細胞と後角細胞における虚血耐久性の比較.　第 27

回脊髄機能診断研究会,　東京　(2005.2)

39. 納田和博，羽山和生，小山秀世，森本高史，駒井則彦：回復期リハビリテ-ション病棟に入院した脳卒中症例の検討　第 42 回日本リハビ

リテ-ション医学会学術集会　石川　(2005.6)

40. 納田和博，中塚映政，西　秀人，宮崎展行，谷口泰徳，吉田宗人：虚血負荷による脊髄神経細胞の膜障害について-パッチクランプ法を用

いた解析-　第20回日本整形外科学会基礎学術集会　三重　(2005.10)

41. 宮崎展行，中塚映政，谷口泰徳，西　秀人，納田和博，吉田宗人：脊髄前角細胞に対するｱﾃﾞﾉｼﾝの神経保護作用機序について　第 20 回日

本整形外科基礎学術集会　伊勢　(2005.10.20-21)

42. 延與良夫, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 橋爪　洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岡田基宏：頸椎症性筋萎縮症における手術症例の検討　第 34 回

日本脊椎脊髄病学会　仙台　(2005.6)

43. 岡田基宏：変性側弯に対する腰椎１椎間TLIFの経験　第23回脊椎外科を学ぶ会　大阪市　(2005.1.29)

44. 岡田基宏, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 橋爪　洋, 南出晃人, 中川幸洋, 延與良夫：糖尿病が頸部脊髄症に与える影響　第 34 回日本脊椎

脊髄病学会　仙台　(2005.6)

45. 谷口　亘, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 橋爪　洋, 中川幸洋, 南出晃人, 延與良夫, 岡田基宏, 松本卓二, 岩崎　博：術後 10 年以上経過し

た頸部脊髄症患者の健康関連QOL．第78回日本整形外科学会学術総会　横浜（2005.5.12）

46. 北野岳史，谷口泰徳，中根康博，金川建彦，吉田宗人：骨内ガングリオンによる肘部管症候群の一例　第 17 回日本肘関節学会　東京

(2005.2.12)



47. 北野岳史，谷口泰徳，岩田勝栄，吉田宗人，上石　弘：血管柄付き腓骨皮弁移植よる治療を行った重度感染性手関節炎の 2 例　第 48 回日

本形成外科学会　東京　(2005.4.14)

48. 北野岳史，谷口泰徳，中谷如希，吉田宗人，岩田勝栄：手指MP関節背側脱臼の治療成績　第48回日本手の外科学会　下関　(2005.4.22)

49. 北野岳史，谷口泰徳，大浦晴夫，南　晋司，岩田勝栄，吉田宗人，中村　正亨：血管柄付き腓骨頭移植を行った橈骨遠位部骨肉腫の1例　第

32回日本マイクロサ-ジャリ-学会　仙台　(2005.12.2)

50. 北野岳史，谷口泰徳，吉田　宗人：皮下石灰沈着を伴った難治性上腕部感染症に対して広背筋皮弁移植を行った一例　第 85 回日本形成外

科学会関西支部学術集会　大阪　(2005.12.10)

51. Takeda D, Nouda K, Nishi H, Miyazaki N, Yoshida M, Nakatsuka T：Comparison of the membrane dysfunction induced by in vitro ischemia in ventral and

dorsal horn neurons of the rat spinal cord.　Jpn. J. Physiol. 55 (Suppl.)： S238.　 The 82nd Annual Meeting of the Physiological Society of Japan.

(2005.5.18-20)

e) 地方学会

1. 谷口泰徳，西　秀人，岩田勝栄，北野岳史，吉田宗人：足底部皮膚軟部組織欠損に対する再建術の治療成績.第 105 回中部日本整形災害外

科学会　米子市　(2005.10.7)

2. 安藤宗治，川上　守 ，延與良夫，岡田基宏，吉田宗人：知覚神経活動電位の腰椎椎間孔部狭窄の診断への応用　第 104 回中部日本整形外

科災害外科学会　大阪　(2005.4)

3. 安藤宗治，川上　守，橋爪　洋，吉田宗人，筒井俊二：ナビゲ-ションシステムを利用したMagerl法の経験　第105回中部日本整形外科災

害外科学会　米子　(2005.10)

4. 簗瀬能三，中谷如希，長雄好昭，中根康博，吉田宗人：大腿骨近位骨切り術後の人工関節置換術の検討　第 104 回中部日本整形外科災害

外科学会　大阪　(2005.4.14)

5. 橋爪　洋, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 南出晃人：腰椎変性すべり症における矢状面バランス　第 105 回中部日本整形外科・災害外科

学会　米子　(2005.10)

6. 中谷如希, 吉田宗人, 南出晃人, 麻殖生和博, 中尾慎一：ナビゲ-ション手術の現状(脊椎)　腰部脊柱管狭窄症に対する後方進入鏡視下開窓術

におけるナビゲ-ションシステムの有用性　第105回中部日本整形外科・災害外科学会　米子　(2005.10)

7. 中谷如希，吉田宗人，西秀人，中根康博：腰部脊柱管狭窄症がスポ-ツ・レクリエ-ションにおよぼす影響についての実態調査　第 15 回関

西臨床スポ-ツ医・科学研究会　大阪　（2005.6.18）

8. 松本卓二，川上守，吉田宗人，川崎貞男，篠崎正博：ドクタ-へりをもちいた脊髄損傷患者に対するプレホスピタルケアについて　第 105

回　中部整形災害外科学会　米子　(2005.10.6-7)

9. 中川幸洋，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，橋爪　洋，中谷如希，南出晃人，麻殖生和博，河合将紀，岡田基宏，延与良夫：腰椎変性す

べり症に対する内視鏡下除圧術の有用性　和歌山県整形外科医会　第15回学術集会　和歌山　(2005.2.20)

10. 南出晃人, 吉田宗人, 麻殖生和博, 延與良夫, 岡田基宏：腰部脊柱管狭窄症に対する後方進入脊椎内視鏡下手術後の不安定性について　第

105回中部日本整形外科・災害外科学会．米子　(2005.10)

11. 麻殖生和博，吉田宗人，中川幸洋，角谷英樹，角谷昭一：PLDD 後の再手術における MED 法　第 104 回中部整形災害外科学会　大阪市

(2005.3)

12. 麻殖生和博, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 南出晃人：腰椎変性すべり症に対する内視鏡下除圧術　第 105 回中部日本整形外科・災害外

科学会　米子　(2005.10)

13. 坂田亮介, 佐々木俊二, 本田高幹, 松浦伸一, 岩田勝栄：ネイル折損をきたした大腿骨転子部骨折の 2 例　第 105 回中部日本整形外科災害

外科学会　米子市　(2005.11)

14. 坂田亮介，佐々木俊二，岩田勝栄，北野陽二，松本朋子，林　信宏，原田　基，土井順博，谷口隆哉：脛骨近位端偽関節に対し一期的に

全人工膝関節置換術（ＴＫＡ）を行った1症例　和歌山臨床整形外科医会　和歌山　(2005.3)

15. 山口耕史，増田武志，菅野大己，春藤基之，金子智則：人工股関節置換術　大腿骨側に弛みによる広範な骨欠損を来した２症例の再建　–

横止め式ロングステムCANNULOKを用いて-　第37回北海道股関節研究会　(2005.6.4)



16. 中根康博，簗瀬能三，吉田宗人，岩崎一夫，角谷秀樹：人工膝関節単顆置換術（UKA）の短期成績　第 105 回中部日本整形外科災害外科

学会　米子　(2005.10.7)

17. 納田和博，羽山和生，小山秀世，森本高史，谷智弘，加納節也，駒井則彦：当院における回復期リハ病棟の現状　-脳卒中症例について-　第

27回和歌山脳卒中研究会　和歌山　(2005.3)

18. 宮崎展行，川上　守，田畑　孝，堀川浩司，中村了生：脛骨骨折に対するｱﾅﾄﾐｶﾙﾌﾟﾚ-ﾄを用いた MIPO 法の治療経験　第 105 回中部日本整

形外科･災害外科学会　米子市　(2005.10.6-7)

19. 延與良夫, 吉田宗人, 川上　守, 安藤宗治, 南出晃人：胸腰椎破裂骨折に対するLigamentotaxis による整復,後方固定術の短期成績　第 105 回

中部日本整形外科・災害外科学会．米子　(2005.10)

20. 遠藤　徹，石本　明，谷口隆哉：大腿骨内顆剪断骨折に対してアキュトラックスクリューを使用し治療し得た１例　和歌山医学会　(2005)

21. 中尾慎一，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，橋爪　洋，南出晃人，岡田基弘，延與良夫，宮本　選：仙骨腫瘍に対して仙骨切断術を行な

った3例　第73回和歌山医学会総会（2005.7）

22. 中尾慎一，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，山田　宏：透析性脊椎症の術後合併症の検討　第105回中部整形災害外科学会　米子　(2005.10.6-7)

23. 大宝英矢，吉田宗人，簗瀬能三，長雄好昭，中根康博：術後MRSA感染症の治療　第105回中部日本整形外科災害外科学会　米子　(2005.10.7)

24. 谷端友紀，簗瀬能三，中谷如希，山口耕史，中根康博，吉田宗人，岩崎一夫，角谷昭一：真菌性膝関節炎に対して人工関節置換術を行っ

た一例　第407回京阪神集談会　大阪　(2005.11.19)

25. 岩田勝栄，松浦伸一，小島博嗣，武用泰輔，谷口　亘，麻殖生和博：RA 患者に対する人工肘関節（TEA）の治療経験　第 73 回和歌山医

学　（2005.7.3）

26. 岩田勝栄，谷口泰徳，北野岳史，西山大介，吉田宗人：舟状骨偽関節に対する舟状骨摘出術による治療経験　第 104 回中部日本整形外科

学会（2005.4.15）

27. 木岡雅彦，江川弘光，毛保浩明，阪中淳也：整復位保持が困難であった示指PIP脱臼骨折の一例  和歌山医学会（2005.7.3）

28. 木岡雅彦，江川弘光，毛保浩明，阪中淳也，坂田亮介：手に発生した非定型抗酸菌性腱鞘炎の１例　和歌山県整形外科医会（2005.2.20）

29. 本田高幹，木浦賀文，窪田誠冶，中尾慎一，平野三好：小児化膿性肘関節炎の 1 例　和歌山県整形外科医会　第 15 回学術集会　和歌山市

(2005.02.20)

30. 本田高幹，林　信宏，佐々木俊二，高見正成，北野陽二，坂田亮介，松本朋子：保存的治療が奏効した Keegan 型頚椎症の 3 症例　第 73

回和歌山医学　和歌山　(2005.07.03)

31. 石元優々，吉田宗人，安藤宗治，簗瀬能三，中谷如希，長雄好昭，中根康博，宮本　選，勝田紘史，北野岳史，玉置公一：Burger 病に合

併した両側距骨壊死に人工距骨を用いた症例　，第４０４回京阪神集談会　大阪　(2005.3.19)

32. 石元優々，浜崎広洋，西浦弘晃，綿貫匡則：PFN術後の2次的骨折を起こした症例　73回和歌山医学会　和歌山　(2005.7.3)

33. 北野岳史，谷口泰徳，峠　康，吉田宗人，武用泰輔：多発性骨髄腫に合併した amyloidoma による後骨間神経麻痺の一例　第 105 回中部整

形災害外科学会　米子市　(2005.10.6)

34. 西山大介，谷口泰徳，北野岳史，吉田宗人，岩田勝栄：手指の悪性黒色腫切除後の一期的再建の経験　和歌山県整形外科医会　15 回学術

集会（2005.2.20）

35. 西山大介，谷口泰徳，北野岳史，吉田宗人，岩田勝栄：手指の悪性黒色腫切除後の一期的再建の経験　第 104 回中部日本整形外科災害外

科学会　大阪 (2005.4)

36. 西山大介，平野三好，筒井俊二，舟津稔博，山田宏：陳旧性月状骨骨折の一例　73回和歌山医学会　和歌山　(2005.7.3)

37. 長田圭司，宮本　選，岡田基宏，谷口泰徳，吉田宗人，貴志知生：足底部血管腫に対して内側足底皮弁を行った一例　第 73 回和歌山医学

会（2005.7）

f) その他の学会

1. 筒井俊二，山田　宏，玉置公一，平野三好，舟津敏博，廣西昌也，谷ノ上かや：特発性低髄圧症候群の１例　和歌山臨床整形外科医会　和

歌山　(2005.3)

2. 納田和博，西秀人，宮崎展行，吉田宗人，中塚映政：脊髄感覚細胞と運動細胞における虚血耐性能の比較　第3回整形外科痛みを語る会 大



阪市（2005.7.2）

3. 納田和博：脊髄感覚細胞と運動細胞における虚血耐久性能の比較　パッチクランプ法を用いた解析　学位討議会　第 550 回研究討議会

(2005. 9.13)

g) フォ-ラム

1. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過からみた治療法の選択　第3回横浜脊椎フォ-ラム　横浜市　(2005.4)

2. 吉田宗人：MIS脊椎手術におけるコンピュ-タ-支援　第2回Current Opinion Forum　(2005.10)

3. 吉田宗人：椎間板ヘルニアに対する内視鏡視下手術̶早期スポ-ツ復帰を目指して-　第４回東京スポ-ツメディシンフォ-ラム in JISS (2005.11)

4. 簗瀬能三，吉田宗人，中谷如希，長雄好昭，中根康博，宮本選，勝田紘史，西山大介，中谷匡登：肩関節鏡視下手術の小経験 第２回和歌

山最小侵襲整形外科（MIOS）フォ-ラム　和歌山　(2005.1.22)

5. 簗瀬能三，長雄好昭，中根康博，吉田宗人：肩関節鏡の治療経験　第２回和歌山運動器傷害フォ-ラム　和歌山　(2005.7.15)

6. 中川幸洋　吉田宗人　川上守　安藤宗治　橋爪洋　中谷如希　南出晃人　延与良夫　岡田基宏：頚髄症に対する Cervical MED　第 2 回和

歌山MIOSフォ-ラム　和歌山　(2005.1.22) 　

7. 中川幸洋　吉田宗人　川上守　安藤宗治　橋爪洋　中谷如希　南出晃人　麻殖生和博　河合将紀　延与良夫　岡田基宏：腰椎 MED 後に

生じた対側症状に対する手術症例の検討　第2回和歌山MIOSフォ-ラム　和歌山　(2005.1.22)

8. 麻殖生和博：脊椎炎の最近の知見と動向　和歌山脊椎フォ-ラム　(2005.12)

9. 坂田亮介, 佐々木俊二, 岩田勝栄, 林信宏, 原田基, 北野陽二, 松本朋子, 土井順博：小皮切による人工膝関節全置換術(TKA)の小経験　第 2

回和歌山MIOSフォ-ラム　和歌山　(2005.1.22)

10. 坂田亮介，佐々木俊二，山田　宏，高見正成，本田高幹，松本朋子，北野陽二，岩田勝栄，松浦伸一：ネイル折損をきたした大腿骨転子

部骨折の2例　和歌山骨関節フォ-ラム　和歌山市　(2005.09.03)

11. 筒井俊二，山田　宏，玉置公一，平野三好，舟津稔博：骨粗鬆症性脊椎圧迫骨折— 単純Ｘ線による診断と体幹ギプス固定 —　和歌山脊

椎フォ-ラム　(2005.3)

12. 筒井俊二，林　未統，西　秀人，舟津稔博，西山大介，廣西昌也，梶本賀義：対麻痺を呈したクリプトコッカス髄膜炎の１例　和歌山脊

椎フォ-ラム　(2005.12)

13. 中根康博，吉田宗人，簗瀬能三，仲井間憲彦，岩崎一夫，岩崎正文，角谷英樹，角谷昭一：単顆人工膝関節置換術(UKA)の小経験　第２

回和歌山MIOSフォ-ラム　和歌山　(2005.1.22)

14. 宮崎展行，川上　守，田畑　孝，堀川浩司，中村了生：脛骨骨折に対するｱﾅﾄﾐｶﾙﾌﾟﾚ-ﾄを用いた MIPO 法の治療経験　第 2 回和歌山 MIOS

ﾌｫ-ﾗﾑ　和歌山　(2005.1.22)

15. 延與良夫，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，橋爪　洋，中川幸洋，南出晃人，岡田基宏：骨粗鬆症性圧迫骨折後遅発性神経麻痺に対する

手術後アライメント異常をきたした1例　第17回和歌山脊椎脊髄外科フォ-ラム　和歌山　(2005.3.12)

16. 延與良夫，吉田宗人，川上　守，安藤宗治，橋爪　洋，南出晃人，麻殖生和博，岡田基宏：胸腰椎破裂骨折に対する各種手術方法の比較

検討　第18回和歌山脊椎脊髄フォ-ラム　和歌山　(2005.7.8)

17. 谷口　亘，松浦伸一，小島博嗣，武用泰輔，麻殖生和博，岩_ 　博，谷端友紀：当院における下腿骨折に対する MIPO 法の小経験　第２

回和歌山MIOSフォーラム　和歌山（2005.1.22）

18. 岩田勝栄，谷口泰徳，北野岳史，西山大介，吉田宗人：舟状骨偽関節に対するDay Surgeryによる舟状骨摘出術の経験　第2回和歌山MIOS

フォーラム　和歌山（2005.1.22）

19. 長田圭司，林信宏 岩田勝栄，長雄好昭，武用泰輔：頚椎 laminoplasty後にMRSA感染を起こした一例　和歌山脊髄フォ-ラム (2005.12)

h）セミナ－，研究会等

[セミナ－]
1. 吉田宗人：MED手術　東京女子医科大学MED手術セミナ- 東京都　(2005.8)

2. 吉田宗人：脊椎後方内視鏡手術の現状と展望　秋期金沢整形外科セミナ-　金沢市　(2005.9)



3. 吉田宗人：脊椎内視鏡手術手技について　第1回東京医科歯科大学脊椎内視鏡手術手技ｾﾐﾅ-　東京都　(2005.11)

[研究会］

1. 吉田宗人：腰痛性疾患に対する最近の知見　東海炎症研究会研修講演会　名古屋市　(2005.6)

2. 吉田宗人：後方脊椎内視鏡下手術の実際-手術手技の工夫とpitfall-　第9回筑後地区脊椎外科研究会　久留米市　(2005.11)

3. 吉田宗人：椎間板ヘルニアに対する内視鏡視下手術̶早期ｽﾎ -゚ﾂ復帰を目指して-　函館整形外科ｽﾎ -゚ﾂ･ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼｮﾝ研究会　函館市　(2005.11)

i) 講習会

1. 吉田宗人：内視鏡下ヘルニア摘出術(MED)の実際　日本脊椎脊髄病学会第3回脊椎脊髄病講習会　東京都　(2005.6)

2. 吉田宗人：腰椎変性疾患の診断と治療　第3回日本整形外科学会脊椎脊髄病医研修会　東京都　(2005.7)

j) その他

1. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」　和歌山放送　月1回放送

2. 吉田宗人：ビデオ収録「Microendscopic discectomy手術手技の実際」　マルホ株式会社

3. 吉田宗人：ビデオ収録「腰椎ヘルニア手術　症例１~５」　マルホ株式会社

4. 佐々木俊二：ラジオ「健康ひとくちメモ すこやかに生きる -膝関節の痛みと治療- 」11/5･12･19･26　和歌山放送

（研究費交付状況）

1. 吉田宗人：厚生労働省科難治性疾患克服研究事業　脊柱靱帯骨化症に関する調査研究班　分担研究者

2. 橋爪　洋：日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 C　「腰部神経根性疼痛に対するシクロオキシゲナーゼ(COX)阻害

剤の役割について」


